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最近の航空料金の自由化に伴ない航空会社は，もはや

単一の料金体制jの下で航空券を販売しない.ここで、は，

普通料金を支払って飛行機を利用する乗客(普通客と呼

ぶ)と割引料金を支払う乗客(割引客と呼ぶ)の 2 種類

の需要を考える.割引客は普通客よりも早い時期に予約

をするのが通常であるが，いずれの客の需要量も予約受

入れ開始時点では確率的である.より高い料金を支払う

普通客の強い需要が見込まれるとき，飛行機 l 便当りの

期待収益を最大にするために割引客に配分されるべき座

席数の上限(予約受け入れ限度数)はどれほどに設定され

るべきであろうか.ここで取り扱う座席配分モデルは，

この疑問に対して 1 つの合理的な答を用意しようとする

ものである.

本論文では，最初に，販売喪失の費用を考慮した単純

な座席配分モデんを定式化し，そこでの最適な予約受入

れ限度数の公式を導出する.さらに，そのような最適政

策の存在を保証するための条件が，簡単な仮定を導入す

ることによって除去できることを示す.次に，座席配分

とオーパー・プッキングの問題を同時に解くモデノしを提

案し，その特別な場合について詳しく議論する.最後

に，乗客の販売喪失率の概念を厳密に定義し，これと座

席配分モデルとの関係を分析する.

2 目的最小費用循環流問題の効率的

解法 神戸商科大学加藤直樹

本論文では 2 つの目的関数を持つ最小費用循環流問題

を考察する.一般にこの問題に対してバレート解の数は

最悪の場合，問題のサイズの指数オーダーであることが

知られているので，パレート解をすべて列挙するのは効

率的ではない.そのためそのかわり本論文では 2 つの目

的関数の重み付き最大値を最小にする l 目的関数を考え

る.このような方法は対話型多目的意思決定手法として

よく用いられている希求水準にもとづく満足化トレード

オフ法において採用されている.

本論文はこのような問題に対する強多項式時間の手聞

を持つ解法を提案する.そのような解法を得るために，

676 (52) 

はじめに，その問題の最適解とパラメトリック最小費用

循環流問題の最適解との関係を与える.つまり適当なパ

ラメータに対するパラメトリック最小費用循環流問題の

最適解を求めることによって，元の問題の最適解を得る

ことができることが示される.そのようなパラメータを

求めるために， Megiddo が分数計画問題を解くために開

発した手法を適用する.固定されたパラメータに対する

パラメトリック最小費用循環流問題を解くには， Gali1 

and Tardos による強多項式時閥解法を適用する.その

結果，本問題がO(min{nSlog3 n , n4(n log n十 m)logSn}) 

の手間で解けることが示される.ここでは n， m はそれ

ぞれグラフの点の数，校の数である.

最後に，この手法が l つの線形付加条件を持つ最小費

用循環流問題にも適用できることを示す.その結果この

問題も上と同じ計算手間で解けることが示される.

線形計画問題 MRCLP に対する単純な

交互分割算法
KAIST Sehun Kim, Seong-Chω1 Cho, 

Bong-SiI王 Um

島fRCLP (Multiple Right Hand Choice LP) と L 、

うのは線形計画問題の変種で，変数の l 次結合のとる値

力丸、くつかの定数のうちの 1 つに等しければよいという

型の制約条件を有するもののことである.これに対して

交互分割法を利用した解法を提案し，数値実験によって

それが効率的な計算法であることを確かめている.算法

の基礎になっているのは，デュアリティ・ギャップがな

い場合の，主ー子問題と双対一子問題の最適解の聞のある

関係である.

全処理型とゲート型サービス方式が混

在するポーリング・システムの解析
日本アイ・ピー・エム締 高木 英明

l つのサーバーがN個の待ち行列を巡回サーピスする

ポーリング・システムにおいて，各待ち行列での+ーピ

ス方式は，全処理型(客がなくなるまでサービスを続け

る)またはゲート型(サーパーがきたときにすでに待っ

ていた客だけサーピスする)のどちらでもよいものとす

る.さらに，各待ち行列内でのサーピスは先着順または
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後着11債とする.このとき，各待ち行列での待ち時間の平

均は O(N8)個の，また 2 次モーメントは O(N')個の線

形連立方程式を解くことにより計算できることを示す.

サーパーがある待ち行列でのサーピスを終え次の待ち

行列に移る時聞を移動時間と呼ぶことにすれば，本論文

では，移動時間ゼロの連続時間システム，移動時間のあ

る連続時間システム，および移動時間のある離散時間シ

ステムの 3 つの場合を考えている.平均待ち時間の数値

計算例により，全処理型+ーピス待ち行列の後のゲート

型サーピス待ち行列で・の待ち時聞は，前の影響を受けて

小さくなり，逆に，ゲート裂サービス待ち行列の後の全

処理型サーピス待ち行列での待ち時間は，大きくなるこ

とが示される.

ダイツィーク・ウルフの分割法の

協調版 KAIST Byong-Hun Ahn 

Incheon大学 Seung-Kyu Rheei 

線形計画問題に対する分割法を， (1)下部組織が利己

的ではなくて協調的に行動する場合に対応する新算法を

開発する， (2) 並列計算を採用する，という観点から見

直す.ダイツィーク・ウルフのものを始めとして多くの

分割法では，親組織は I つ固定されていて，下部組織は

他部門のことは考えずに利己的に行動することを前提と

しているが，本論文で提案する方法では，複数の下部組

織が交代で親組織の役目を務める.このアプローチは，

多部門からなる組織内の情報の流れの解析や，並列処理

の適用に際しでも有用である.

マルコフ過程の一様単調性とそれに

関連した性質 筑波大学木島正明
Tを実数上で定義された離散時間の斉時マルコフ過程

を支配するマルコフ作用素とする.ある確率半順序<と

2 つの確率測度 P" P2 に対して ， P'<P2 ならば TP，<

TP2 を保証する T の条件に関する定理を単調定理と呼

び，これまで種々の確率半順序に対して研究されてき

た.本論文では，重要な確率半順序の I つである一様順

序 (Uniform ordering) に関する単調定理を作り，一

様単調なマルコフ過程の性質を調べる.これらの結果

を，特に Lindley 待ち時間過程，マルコフジャンプ過

程とそれに対応する計数過程に適用し，これらの確率過

程の一様単調性， IFR ・ DFR 特性について議論する.

また，いくつかの応用例を挙げる.

3 回停止可能な最適選択問題

南山大学穴太克則
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最適選択問題， ~、わゆる secretary problem, dowry 

problem, marriage problem と呼ばれるものを考え

る.基本となる古典的秘書選択問題とは以下のモデルで

ある :N個の objects が random order で，逐次に到

着する.意思決定者の知り得る情報は，今までに到着し

た objects の相対ランクのみであるとき ， N個の objects

のなかで最も良いランク (best)を選択する確率を最大に

する最適停止政策を 1 度だけ停止(選択)が許されている

ときに求めたい，というものである.基本のモデルに対

して，停止回数が多数回に拡張されたものは今までに 2

回停止可能なものがあったが，それ以上の停止を許した

ものはない.本論文では，高々 3 回停止可能であるモデ

ルを取り扱う .N個の objects のなかで h 番目に良いラ

γ クの objects を k th best と呼ぶことにする.(同 best ，

2nd best. 3rdbest を選択する. (b) best を選択する.

(c)best , 2nd bestを選摂する.上記モデルに対する 3 通

りの最適方程式群を導き， (a)については解析的に最適停

止政策とそれにしたがうときに目的を達する確率を与え

る. (b), (c)については，最適方程式群を直接的に計算機

プログラミングにより解き，与えられた任意のNに対す

る最適停止政策とそれにしたがうときに目的を達する確

率を与える.

同一の入力密度を持つ集団到着待ち

行列 Gl"JGI/l/k の損失率の比較

東京理科大学宮沢政清

待ち行列モデルで、は，到着間隔や+ーピス時間の分布

として指数分布を仮定することがよく行なわれる.この

ような指数分布の仮定が多くのモデルに対して安全側の

評価を与えることは経験的に知られてきている.しか

し， その理論的な考察は， GI/GI/l 型待ち行列の場合

を除いてほとんどない.特に，待合室が有限である損失

系に対しては待合室が無いときに若干の結果が知られて

し、るだけである.この論文では，有限待合室を持つ集団

到着待ち行列 GIX/GI/l/k について，客の損失率に対

する指数分布の仮定の効果を調べる.このモデルに対し

て，集団の大きさの分布，待合室の大きさ，入力密度が

同一であるときには，到着間隔とサーピス時間の分布が

NBUE であれば，指数分布の仮定は損失率に関して安

全側の評価を与えることを示した.また， NWUE であ

れば過小評価となる.なお，特殊な場合である ， M/GI/ 

l/k や M/Em/1/k では，より強い結果が示される.こ

の他，集団の大きさの分布の損失率に与える影響につい

ても若干の考察を行なった.
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